第２回海外渡航者健康学会

シンポジューム「トラベルクリニックの運営」
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　　　　　　　 　木村幹男先生（国立感染症研究所）

海外渡航者の急増にともない、日本でも旅行医学への関心が高まっています。こうした旅行医学の診療部門として、欧米諸国ではトラベルクリニックが数多く設置されており、海外渡航者を対象に健康指導を行ったり、予防接種、予防内服などが実施されています。しかし、日本国内ではこの種の施設が未だ充分に設置されていないのが現状です。

そこで本シンポジュームでは、すでに国内でトラベルクリニックを運営されている先生方に、その概要をご紹介いただくとともに。今後、日本でトラベルクリニックを展開するための方策を検討したいと思います。

国立国際医療センター　渡航者健康センターの現状について
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源河　いくみ

　平成15年３月１８日に開設され約１年間診療を行ってきた当院のトラベルクリニック─渡航者健康センターの現状、今後の課題について報告を行う。

　外来は、週２回のみで行われていて、その診療内容は、1.渡航前後健康診断、2. ビザ取得のための健康診断書の作成、3.予防接種、予防内服薬の投与、４.渡航相談などである。

　現在までのべ受診者数は、初診：503人、再診：508人、合計：1011人で渡航先は中国が最も多く、その他は、東南アジア、米国、ヨーロッパ、アフリカ、中南米となっていた。渡航目的は仕事(44%)と最も多く、ついで留学（23%）、家族（21%）であった。医療提供状況は、診断書作成（59％）、予防接種（31%）であったが渡航相談は、２%にとどまった。

　予防接種については、途上国に渡航するときに推奨される、A型肝炎、B型肝炎、狂犬病、破傷風の接種が多く行われていた。

　外来開設後、約１年が経過したが、週２回のみの外来でありながら多くの方が受診され日本でもトラベルクリニックのニーズは十分にあることが確認できた。しかし、診療内容はビザ取得のために必要な診断書作成や予防接種が多いのに対して渡航相談はかなり少ない。このような現状をふまえた今後の課題は、医療面では、現在ニーズの多い健康診断や予防接種をさらに充実、円滑にできるような体制作りを行うことである。また、医療相談を充実させるために効果的な海外医療情報の収集やそれぞれの相談内容に対して適切なアドバイスができるように院内、院外の専門医に相談できるネットワーク作りも重要と思われる。

当センターは開設したばかりでまだ問題点は多いが将来は、現在行っている診療を充実させるとともに、健康者に限らず、疾病を持った渡航者に対しても、十分な健診を行い、専門医の連携による適切な渡航に関するアドバイスができることを目標としていきたいと考えている。

外渡航者健康学会・シンポジウム

「トラベルクリニックの運営」

長崎県におけるトラベルクリニックの開設にあたって

国立病院機構長崎医療センター

矢野公士　（やのこうじ）

目的

近年海外渡航者数は急増し、年間約1700万人とされる。長崎県ではその数は年間10万人前後であるが、上海、ソウルへの直行便が存在し、企業からの途上国への技術者派遣も定期的に行われている。平成14年出国者99,150人中58,634人（59.1%）の渡航先がアジアという特殊性もある。このような地方都市において旅行外来を開設し、その意義を検討する。

方法

2003年4月、国立長崎医療センターにおいて九州初の海外旅行外来を開設し、旅行前相談、予防接種、英文診断書発行を3本柱とした業務を開始し、各業務についてホームページ上で案内を行った。予防接種の種類としてはA型肝炎、B型肝炎、破傷風、狂犬病、日本脳炎を取り上げ、完全予約制の元、問屋と調整の上2日以内の供給を可能とした。

結果

開設後一年間の相談件数は20人未満とさほど多くなく、相談件数の大部分は入国に際しての英文診断書発行であり、自発的な健康状態の確認や、ワクチン接種はさらに少なかった。さらに、相談者の大部分は事業体からの強制的な受診であり、自発的な旅行前相談は極めて限られていた。情報提供不足と共に、旅行外来そのものの知名度が低いことが大きな要因と考えられた。

結論

本邦においては健康な人が旅行に出かける前に、渡航先にあわせた健康管理を行うという習慣がなく、特に地方都市においてはトラベルメディスンの情報、これに対する旅行者の認識が共に不足している。今回の検討からは、インターネットによる広報のみでは不十分であった。今後は長崎大学熱帯医学研究所や旅行業者等ともタイアップし、海外旅行前後の健康管理の必要性を啓発し、旅行外来を充実させる必要があると考えられる。
海外渡航に必要な予防接種

宮津光伸　　　　名鉄病院予防接種センター

近年、海外渡航者の急激な増加と感染症に対する認識の向上から、渡航に際しても予防接種を希望して来院する人が増えている。渡航前の短期間に必要な予防接種をするには、同時接種も絡めて要領よく適切な接種計画を立てることが大切である。

　渡航目的（留学・赴任・旅行）、渡航時の年齢（乳幼児・小中高生・大学生・30歳前半・それ以上）、渡航期間（１週間程度の旅行・１～２年間程度の留学・短期の出張・数年間の長期赴任）、渡航先と生活（先進国・途上国・パックツアー・冒険旅行）、渡航までの期間（１週間以下・２～３ヶ月間・６ヶ月間以上）、一時帰国の有無と時期など、様々な要素に沿った接種計画を立てて実践する。

　乳幼児期の海外の定期接種は、日本の定期接種とは種類や接種回数や考え方が全く異なる。予防接種に対する考え方の差をよく理解し、この不足分をできるだけ日本で追加接種し、現地での入学に支障のないような適切な英文証明書を用意する。英語版や各国語版の母子手帳は、日本の予防接種記録の焼き直しにすぎず、また予防接種記録の単なる英訳では証明書にならない。業者の用意した書類や大学からの書類は、時に理解不足や一方的な内容のものがあり、それだけでは本人がトラブルに巻き込まれる可能性があるのでよく吟味して作成する。特にツベルクリン反応の取り扱いには注意を要する。麻疹・風疹・ムンプス・水痘の感染症については、適切な抗体検査をしてから不足分を追加接種する。蓷患記録だけでは免疫証明にならない。

　３０歳代後半では、破傷風トキソイドの接種経験がないので２回の接種を、それ以下ではDPT世代なので、破傷風またはDT２混で１回追加接種する。A型肝炎は一部の先進国を除き２回は摂取しておく。その他、国や地域に応じて日本脳炎、狂犬病、B型肝炎、ポリオや黄熱など要領よく計画し、必ず英語表記の接種記録を作成持参させる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名鉄予防接種センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮津光伸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【外来日】月・火・木曜日　１２:４５～１５:００予約不要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５：００～１６：３０要予約
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金・第一土曜日　９：００～１１：３０要予約　　　　　　　　

｢トラベルクリニックの運営｣

　　　　　　　　　　独立行政法人　労働者健康福祉機
海外勤務健康管理センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古賀　才博

海外勤務健康管理センターは海外勤務者の健康管理を総合的にバックアップする国内拠点として労働者健康福祉機構が平成4年6月に開設した施設です。一次及び二次予防に重点をおいた支援を行っており、主な業務を下記に示します。

渡航前の支援システム

1. ホームページによる情報提供（http://www.johac.rofuku.go.jp/）
2. 国内からのFAX相談（045-474-6098）

3.　 渡航前の健康診断

3. 健康診断時の医療相談（メンタルヘルスを含む）

5.  渡航者へのフロッピーディスクによる健康診断の結果情報提供
6.  予防接種、予防内服および相談
（A型肝炎、B型肝炎、破傷風、狂犬病、腸チフス、麻疹、風疹、流行性耳下腺炎、ジフテリア、

日本脳炎、腸チフス、髄膜炎菌性髄膜炎、マラリア予防内服、ツベルクリン反応）
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7.  診断書作成
（中国就労ビザのための診断書、学校入学のための診断書、英文の予防接種証明書、英文診断書

の作成代行など）
渡航中の支援システム

1.　　一時帰国時の健康診断
2. 海外からのFAX （045-474-6098）、e-mail （hot@johac.rofuku.go.jp） による相談

3. 海外巡回健康相談への支援

4. 友好提携病院に勤務する医師、看護師の研修
5. 友好提携病院とのインターネット回線を用いた医療相談
帰国後の支援システム

1. 帰国後の健康診断

2. 熱帯病等に関する特殊検査
現在、渡航中の健康支援対策の充実に向けて、様々な取り組みに力を注いでいます。
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年度別実人数

		年度 ネンド		ワクチン接種実人数 セッシュジツニンスウ		相談、書類作成、検査のみ ソウダンショルイサクセイケンサ		予防接種外来受診実人数 ヨボウセッシュガイライジュシンジツニンスウ

		1995年度 ネンド		48		1		49

		1996年度 ネンド		48		5		53

		1997年度 ネンド		63		0		63

		1998年度 ネンド		44		5		49

		1999年度 ネンド		69		6		75

		2000年度 ネンド		50		8		58

		2001年度 ネンド		151		11		162

		2002年度 ネンド		309		23		332
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年度別ワクチン件数
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ワクチン接種実人数

相談、書類作成、検査のみ
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人
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2002年度ワクチン件数

		年度 ネンド		A型肝炎 カタカンエン		B型肝炎 カタカンエン		破傷風 ハショウフウ		狂犬病 キョウケンビョウ		日本脳炎 ニホンノウエン		腸チフス チョウ		マラリア予防内服 ヨボウナイフク		合計 ゴウケイ

		1995年度 ネンド		53		54		71		13		0		0		0		191

		1996年度 ネンド		93		61		71		19		0		0		0		244

		1997年度 ネンド		83		70		70		13		0		0		0		236

		1998年度 ネンド		88		60		49		12		0		0		0		209

		1999年度 ネンド		114		69		92		49		0		0		0		324

		2000年度 ネンド		105		65		80		15		8		3		0		276

		2001年度 ネンド		186		117		173		41		10		12		4		543

		2002年度 ネンド		434		336		342		62		30		53		23		1280

		2003年度 ネンド		531		421		454		68		44		36		30		1584
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2002年度のべ人数
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Sheet1

		月 ツキ		A型肝炎 カタカンエン		B型肝炎 カタカンエン		破傷風 ハショウフウ		狂犬病 キョウケンビョウ		日本脳炎 ニホンノウエン		腸チフス チョウ		マラリア予防内服 ヨボウナイフク		合計 ゴウケイ

		4月 ガツ		21		25		24		1		0		1		1		73

		5月 ガツ		42		23		23		3		0		1		1		93

		6月 ガツ		35		23		28		5		0		4		4		99

		7月 ガツ		31		24		29		12		0		3		5		104

		8月 ガツ		27		23		16		4		1		4		1		76

		9月 ガツ		44		36		34		6		8		3		4		135

		10月 ガツ		39		30		35		7		1		8		0		120

		11月 ガツ		30		27		24		5		2		6		0		94

		12月 ガツ		28		23		27		2		2		8		0		90

		1月 ガツ		33		22		25		2		1		4		1		88

		2月 ガツ		42		34		29		5		2		5		3		120

		3月 ガツ		62		46		48		10		13		6		3		188

		計 ケイ		434		336		342		62		30		53		23		1280

		売上高 ウリアゲタカ		3385200		2889600		646800		316200		66000		265000		166267		7735067
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Sheet2

		月 ツキ		ワクチン接種のべ人数 セッシュニンカズ		相談、書類作成、検査のみ ソウダンショルイサクセイケンサ		予防接種外来受診者のべ人数 ヨボウセッシュガイライジュシンシャニンズウ

		4月 ガツ		45		1		46

		5月 ガツ		58		3		61

		6月 ガツ		63		1		64

		7月 ガツ		66		1		67

		8月 ガツ		48		2		50

		9月 ガツ		76		1		77

		10月 ガツ		65		0		65

		11月 ガツ		48		2		50

		12月 ガツ		47		1		48

		1月 ガツ		49		0		49

		2月 ガツ		61		5		66

		3月 ガツ		87		6		93

		計 ケイ		713		23		736
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